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１ . 生 産 手 段 の 社 会 的 共 有 に よ り 、 資 本 主 義 経 済 体 制 を 変 革 し 、 1（ 土 地 や 工 場 な ど ）

社 会 的 不 平 等 や 階 級 対 立 の な い 社 会 を 実 現 し よ う と す る 思 想 。

２ . 人 道 主 義 的 立 場 か ら 人 間 の 理 性 や 善 意 に 期 待 し て そ の 実 現 を 「 空 想 」 し 2

た 社 会 主 義 。 マ ル ク ス ら に よ る 「 悪 口 」 に 由 来 す る 呼 び 名 。

３ . P E R S O N イ ギ リ ス の 空 想 的 社 会 主 義 者 。 英 で の ニ ュ ー ラ ナ ー ク 工 場 は 成 3

功 し た が 、 米 で の 労 働 者 が 経 営 に 参 加 す る ニ ュ ー ハ ー モ ニ ー 村 は 失 敗 。

４ . P E R S O N フ ラ ン ス の 空 想 的 社 会 主 義 者 。 資 本 家 も 労 働 者 も 含 め た 「 産 業 4

者 」 の 連 帯 を 主 張 。

５ . P E R S O N フ ラ ン ス の 空 想 的 社 会 主 義 者 。 フ ァ ラ ン ジ ュ と い う 協 同 組 合 に 5

よ る 理 想 社 会 を 構 想 。

６ . 社 会 主 義 の 実 現 は そ の 歴 史 的 役 割 を 自 覚 し た 労 働 者 階 級 が 階 6（ プ ロ レ タ リ ア ー ト ）

級 闘 争 と 暴 力 革 命 に 勝 利 す る こ と に よ る 、 と し た マ ル ク ス ら が 自 ら の 理 論 を

誇 っ て 呼 ん で 名 称 。

７ . P E R S O N ユ ダ ヤ 系 ド イ ツ 人 の 経 済 学 者 ・ 哲 学 者 ・ 革 命 家 。 唯 物 史 観 7（ 歴 史 は

に 基 づ い て 社 会 主 義 社 会 へ の 移 行 の 必 然 性 を 主 張 。階 級 闘 争 で 進 歩 す る ）

８ . B O O K 労 働 者 に 社 会 主 義 社 会 実 現 の た め の 階 級 的 団 結 を ア ピ ー ル し 万 8、「

国 の 労 働 者 よ 、 団 結 せ よ 」 と 結 ん だ マ ル ク ス と ｴﾝ ｹ ﾞ ﾙ ｽの 共 著 。 1 8 4 8年 の 、 労

働 者 も 大 き な 役 割 を 担 っ た 仏 二 月 革 命 の 直 前 に 刊 行 。

９ . P E R S O N 1 9世 紀 、 ド イ ツ の 思 想 家 ・ 革 命 家 。 マ ル ク ス の 盟 友 。 9

1 0 . マ ル ク ス の 説 く 、 歴 史 の 原 動 力 を 生 産 力 で あ る と す る 歴 史 観 ・ 歴 史 理 論 10

で 、 世 界 の 根 本 的 原 理 や 実 在 を 物 質 と み な す 唯 物 論 の 立 場 。 歴 史 の 原 動 力

を 世 界 精 神 （ 絶 対 精 神 ） で あ る と す る ヘ ー ゲ ル の 唯 心 論 的 見 方 を 批 判 。

11 . マ ル ク ス が 、 生 産 力 の 増 大 が 生 産 関 係 の 矛 盾 ・ 対 立 を 通 し て 社 会 を 変 革 11

す る の で 、 資 本 家 （ ブ ル ジ ョ ワ ） は 労 働 者 （ プ ロ レ タ リ ア ） に 打 倒 さ れ る

と 説 い た 考 え 方 。 客 観 的 な 弁 証 法 に よ る 歴 史 の 進 歩 を 主 張 。

12 . W O R D マ ル ク ス が 、 ど う 考 え る か よ り も ど う 生 き る か を 重 視 し て 、 大 切 12

な の は 世 界 を 認 識 し た り 解 釈 し た り す る こ と で な く 、 変 革 す る こ と で あ る

と 説 い た 言 葉 。

1 3 . B O O K マ ル ク ス が 資 本 主 義 を 批 判 的 に 解 明 し た 主 著 。 マ ル ク ス 死 後 、 盟 13

友 の エ ン ゲ ル ス が ２ ・ ３ 巻 を 完 成 さ せ た 。

1 4 . マ ル ク ス が 資 本 主 義 を 分 析 し 、 労 働 者 が 賃 金 以 上 に 働 い て 生 ま れ た 利 益 14

を 資 本 家 が 利 潤 （ も う け ） と し て い る こ と を 明 ら か に し た 学 説 。

15 . マ ル ク ス が 剰 余 価 値 説 で 指 摘 し た 問 題 。 労 働 者 が 資 本 家 に 搾 取 さ れ る こ 15

と に よ っ て 、 本 来 は 喜 び で あ り 人 間 的 な 営 み で あ っ た 労 働 が 苦 役 と な り 、

自 ら が 「 労 働 力 」 と い う 単 な る 商 品 に さ れ て い る と し て 問 題 視 し た も の 。

16 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 ロ シ ア の マ ル ク ス 主 義 者 （ ロ シ ア ） 共 産 党 を 創 16。

設 し 、 1 9 1 7年 の ロ シ ア 革 命 を 成 功 さ せ 、 22年 に ソ 連 建 国 『 帝 国 主 義 論 』。

な ど で 、 マ ル ク ス 主 義 を 発 展 さ せ た 。

1 7 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 中 国 の マ ル ク ス 主 義 者 。 中 国 共 産 党 の 指 導 者 に な 17

り 、 農 民 主 体 の 共 産 主 義 革 命 を 通 し て 19 4 9年 に 中 華 人 民 共 和 国 を 建 国 。

1 8 . 1 9世 紀 末 に ヨ ー ロ ッ パ で 成 立 し た 、 議 会 主 義 や 社 会 改 良 を 手 段 と す る 温 18

和 な 社 会 主 義 。 階 級 闘 争 や 暴 力 革 命 の マ ル ク ス 主 義 を 否 定 。

19 . P E R S O N 1 9世 紀 末 、 修 正 主 義 を 唱 え て ド イ ツ 社 会 民 主 党 を 温 和 化 19（ マ ル ク ス 主

し た 理 論 的 指 導 者 。義 を 否 定 ）

2 0 . 2 0世 紀 初 、 イ ギ リ ス の 社 会 主 義 思 想 家 の ウ ェ ッ ブ 夫 妻 や 作 家 の バ ー ナ ー 20

ド ＝ シ ョ ウ ら が 協 会 員 と し て 主 張 し た 、 漸 進 的 で 温 和 な 社 会 主 義 。 労 働 党

の 理 念 に な っ た 。

T. Q .「 共 産 主 義 と 社 会 民 主 主 義 の 違 い と は ？ 」

T. A .

マ ル ク ス （ 資 本 論 』 の 著 者 ） と エ ン ゲ ル ス か ら 始 ま る 共 産 主 義 は 、 階 級 闘 争 に よ っ て 起 き『

る 革 命 と 独 裁 が 、 社 会 を 平 等 に す る 社 会 主 義 社 会 実 現 の た め の 手 段 で あ る と し た 。 こ れ に 対

し て 、 社 会 民 主 主 義 は マ ル ク ス 主 義 を 修 正 し 、 合 法 的 な 議 会 制 民 主 主 義 の 立 場 を 重 ん じ な が

ら 社 会 主 義 社 会 を 実 現 し て い こ う と す る も の で あ る 。


